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人
口
減
社
会 

最
終
回 

高
齢
者
が
増
え
、
現
役
世
代
が
減
る
と
い
う
、
い
び
つ
な
人
口
構
造
を
拡
大
さ
せ
な
が
ら
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
間
も
な
く

減
少
に
転
じ
る
。
そ
ん
な
「
人
口
減
社
会
」
の
近
未
来
図
を
一
年
間
に
わ
た
っ
て
リ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。
シ
リ
ー
ズ
の
し
め
く

く
り
と
し
て
、
こ
の
厳
し
い
時
代
を
ど
う
迎
え
る
か
、
社
会
保
障
、
経
済
政
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
三
人
の
識
者
に
論
じ
て

も
ら
っ
た
。 

「
成
熟
の
時
代
」
暗
く
は
な
い 

鬼
頭 

宏 
 
 

上
智
大
学
教
授
（
歴
史
人
口
学
）

日
本
の
人
口
は
数
年
後
に
減
少
に
転
じ
る
の
が
確

実
に
な
っ
た
。「
未
曾
有
の
超
高
齢
化
社
会
」
に
直
面

す
る
の
で
、
日
本
社
会
は
お
び
え
き
っ
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
。 

人
口
減
社
会
を
迎
え
る
上
で
二
点
に
留
意
し
た
い
。

第
一
に
、
少
子
高
齢
化
は
先
進
国
共
通
の
現
象
で
、
日

本
が
特
別
で
は
な
い
。
第
二
に
、
人
口
が
長
期
に
わ

た
っ
て
停
滞
・
減
少
し
た
時
代
が
過
去
に
何
度
か
あ
っ

た
。
我
々
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
も
歴
史
的
に
は
初

め
て
で
は
な
い
。 

日
本
列
島
の
人
口
が
停
滞
・
減
少
し
た
の
は
、
縄
文

時
代
後
半
、
平
安
時
代
、
江
戸
時
代
中
・
後
期
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
文
明
シ
ス
テ
ム
の
成
熟
化
が
進
ん
だ
時
代

だ
。 資
源
、
技
術
、
制
度
な
ど
が
新
た
に
発
明
さ
れ
た
り

外
部
か
ら
導
入
さ
れ
た
り
し
て
社
会
全
体
に
広
が
っ

て
い
く
過
程
で
、「
人
口
支
持
力
」
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

持
続
的
な
人
口
増
加
が
起
き
た
。
だ
が
、
そ
れ
ら
が
普

及
し
尽
く
さ
れ
る
と
開
発
の
余
地
が
小
さ
く
な
り
、
人

口
増
加
が
制
約
さ
れ
、
量
的
成
長
が
困
難
に
な
る
。
こ

れ
が
成
熟
時
代
の
特
徴
だ
っ
た
。 

成
熟
の
時
代
は
、
暗
く
、
悲
観
的
な
時
代
で
は
な
い
。

三
内
丸
山
遺
跡
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
縄
文
時
代
は
高

度
な
狩
猟
採
集
社
会
だ
っ
た
。
水
稲
農
耕
の
普
及
と
と

も
に
増
加
し
た
人
口
が
低
成
長
に
転
じ
た
平
安
時
代

は
、
国
風
文
化
を
生
ん
で
い
る
。 

享
保
期
を
分
水
れ
い
と
し
て
始
ま
る
江
戸
中
・
後
期

は
、
幕
藩
体
制
の
動
揺
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
場
経
済

が
全
国
に
浸
透
し
、
各
地
で
特
産
物
や
文
芸
が
競
わ
れ

た
。
一
世
紀
以
上
続
い
た
人
口
停
滞
の
原
因
は
、
飢
饉

や
疫
病
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
晩
婚
化
や
「
少
子
化
」

に
よ
っ
て
、
潜
在
的
な
増
加
率
が
抑
制
さ
れ
、
生
活
水

準
は
高
く
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

二
十
一
世
紀
の
社
会
は
ど
う
か
。
二
百
五
十
年
前
に

世
界
の
片
隅
で
始
ま
っ
た
工
業
化
が
地
球
全
体
を
巻

き
込
ん
で
い
る
。
先
進
国
で
は
物
的
生
産
の
高
度
成
長

が
資
源
、
環
境
面
で
制
約
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
こ
そ
文
明
成
熟
の
特
徴
だ
。 

今
の
少
子
化
は
昨
日
や
今
日
に
始
ま
っ
た
こ
と
で

は
な
い
。
出
生
率
が
再
生
産
水
準
を
割
り
込
ん
だ
の
は
、

経
済
の
高
度
成
長
が
幕
を
閉
じ
た
第
一
次
石
油
危
機

直
後
の
一
九
七
四
年
。
こ
の
年
の
「
人
口
白
書
」
に
は

「
静
止
人
口
を
め
ざ
し
て
」
と
の
副
題
が
付
け
ら
れ
た
。

世
界
的
な
資
源
、
環
境
問
題
を
背
景
に
、
人
口
が
増
え

も
減
り
も
し
な
い
状
態
へ
の
移
行
を
真
剣
に
訴
え
て

い
た
の
で
あ
る
。 

ど
れ
く
ら
い
の
人
口
規
模
が
適
当
か
は
誰
に
も
わ

か
ら
な
い
。
し
ば
ら
く
減
少
が
続
く
こ
と
を
容
認
し
な

が
ら
出
生
率
の
回
復
を
待
ち
、
静
止
人
口
が
実
現
で
き

る
な
ら
、
そ
れ
が
適
正
規
模
な
の
だ
ろ
う
。 

忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
成
熟
し
た
産
業
文
明
社

会
を
快
適
に
生
活
で
き
る
仕
組
み
を
生
み
出
す
こ
と

で
あ
る
。
「
新
し
い
伝
統
」
を
創
出
す
る
に
は
、
地
方

分
権
を
進
め
、
中
央
政
府
も
地
方
政
府
も
規
制
を
撤
廃

し
、
個
人
、
企
業
、
地
域
社
会
の
多
様
な
試
み
を
促
す

必
要
が
あ
る
。 

人
口
停
滞
の
時
代
は
地
域
間
の
人
口
動
向
に
も
大

き
な
格
差
を
生
む
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
推
計
で
は
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
四
十
三
道
府
県

で
人
口
が
減
り
、
秋
田
、
山
口
、
長
崎
で
は
二
十
％
以

上
減
る
。
廃
村
や
共
同
体
の
消
滅
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

地
域
が
出
現
す
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
二
十
―
三
十
年
は
、

地
域
間
の
競
い
合
い
の
時
代
に
入
っ
た
と
言
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。 


